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カーボン担持 Pt 触媒は、高いメタノール酸化活性を示すことが知られており、直接メタノール

燃料電池(DMFC)のアノード用触媒としての使用が期待されている。我々は、優れたメタノール酸

化活性を示す電極材料の作成条件を解明することを目指して、HOPG、SWNTs およびカーボンナ

ノシート(CNS)薄膜上に one-step 電着法により Pt ナノ粒子担持を行い、そのメタノール酸化活性

特性を明らかにした 1)。さらに、同薄膜にイオン照射による表面改質を行うことにより、メタノ

ール酸化触媒活性が向上することを報告した 2)。今回は、ナノカーボン材料へのイオン照射によ

り生成する欠陥構造のより詳しい局所構造解析と欠陥構造と Ptナノ粒子の担持状態との関係を明

らかにすることを目的として研究を行った。HOPG、SWNTs およびカーボンナノシート(CNS)薄

膜上に 400 keV の炭素イオン( C
-
 )の照射を照射量 1×10

13
, 1×10

14
, および 1×10

15
 ions/cm

2で行った。 

Fig.1 にイオン照射前後の HOPG 試料の TEM 像を示す。照射後の試料ではグラファイト表面に

10 nm 程度の大きさの穴の生成が確認される。詳細な局所構造と Pt ナノ粒子の担持状態に関する

詳細な解析結果については当日報告する。 
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Fig.1 TEM 像 (a) 未処理の HOPG  (b) イオン照射後の HOPG (400keV, 1×10
14

 ions/cm
2
) 
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